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特別損失（東日本大震災の被災による損失）の発生ならびに 
平成 23 年 10 月期第 2 四半期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
建機レンタルのカナモトは、平成 23 年 10 月期第 2 四半期（平成 22 年 11 月 1 日～平成 23 年 4 月 30 日）の連結業績

予想ならびに個別業績予想を、下記のとおり修正することとなりましたので、お知らせいたします。 
 

記 

 
1．東日本大震災での被災による損失額 
 
当社グループで、東日本大震災の被災地区に展開していた拠点のうち主に 2 拠点が罹災、また、同地区に投下して

いた当社レンタル用建設機械の一部も罹災いたしました。 
これら被災による資産減失額、原状回復費用、復旧支援費用等として、平成 23 年 10 月期第 2 四半期決算で 7 億

24 百万円を、特別損失に計上することといたしました。 
なお、当社を除く他の連結子会社は罹災しておりませんので、連結、個別それぞれ同額を計上することとなります。 
 
2．連結業績予想数値の修正 （平成 23 年 10 月期第 2 四半期（平成 22 年 11 月 1 日～平成 23 年 4 月 30 日） 単位：百万円） 
 
 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 １ 株 あ た り 

当期純利益 

前 回 発 表 値 （A） 3 5 , 0 8 0  1 , 9 4 0  1 , 5 8 0  7 5 0  2 2 . 8 4 円 

今 回 修 正 予 想 （B） 3 5 , 3 0 9  1 , 7 2 4  1 , 4 0 8  4 9  1 . 5 0 円 

増 減 額 （B－A） 2 2 9  △ 2 1 6  △ 1 7 2  △ 7 0 1  ―  

増 減 率 （%） 0 . 7 %  △ 1 1 . 1 %  △ 1 0 . 9 %  △ 9 3 . 5 %  ―  

（ご参考） 前期（平成 22 年 10 月期） 
第 2 四半期実績 3 7 , 1 4 2  3 , 1 9 5  2 , 9 2 4  1 , 5 1 5  4 6 . 1 5 円 
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．個別業績予想数値の修正 （平成 23 年 10 月期第 2 四半期（平成 22 年 11 月 1 日～平成 23 年 4 月 30 日） 単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 １ 株 あ た り 
当期純利益 

前 回 発 表 値 （A） 2 9 , 1 3 0  1 , 5 0 0  1 , 3 2 0  6 5 0  1 9 . 7 9 円 

今 回 修 正 予 想 （B） 3 0 , 2 4 8  1 , 4 2 8  1 , 2 9 6  4 8  1 . 4 7 円 

増 減 額 （B－A） 1 , 1 1 8  △ 7 2  △ 2 4  △ 6 0 2  ―  

増 減 率 （%） 3 . 9 %  △ 4 . 8 %  △ 1 . 8 %  △ 9 2 . 6 %  ―  

（ご参考） 前期（平成 22 年 10 月期） 
第 2 四半期実績 3 0 , 1 3 9  2 , 5 3 4  2 , 4 7 6  1 , 1 8 1  3 5 . 9 8 円 

 
4．第 2 四半期業績予想修正の理由 
 
当社グループの第 2 四半期は、海外景気動向と大手企業の好業績予想から楽観的な景況感が続くなか、建設関連

業界は引き続き厳しい事業環境でありました。当社グループの業績は当初予想にほぼ沿った推移を見せておりました
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が、東日本大震災の発生により、当社社有設備ならびにレンタル用建設機械が一部罹災したほか、これからの復旧

復興需要に対応する資産確保のため中古機売却を順延することによる収益減、災害影響による建設工事の中断、立

ち入り禁止区域内の営業休止等々、当期間の収益に影響が出ました。 
特に前述のとおり、被災による被害額を特別損失に計上することにより、第 2 四半期業績予想を修正するものです。 
 
5．今後の見通し、通期業績予想、配当、短信発表予定日について 
 
前述のレンタル用建機の被害額は現段階で把握できる、大方の被災機を網羅した額であります。また、被災機につい

ては今後さらに修理使用の可能性を探ると同時に、売却処分可能なものは早期に実施するなど、被害額の補填・回

などに努めてまいります。 収
 
また、震災以降、東北、関東の被災地での建機レンタル需要は極めて旺盛であること、レンタル料も需給バランス改善

から好転していることもあり、下期は相応の収益効果を得られるものと想定されます。しかしながら、一方で全体的な需

要規模、需要時期など未だ流動的な側面もあることも事実であるため、通期業績予想につきましては、昨年 12月に公

表いたしました予想数値を据え置いております。 
 
なお、中間配当につきましては、当初計画のとおり、1 株につき 10 円の配当を実施する旨、取締役会に付議する予定

であり、平成 23 年 10 月期第 2 四半期決算短信につきましては、6 月 8 日に発表の予定です。 
 

                  以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この業績予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報および将来の経済環境予想に基づいて予測・作成したもので

あり、リスクや不確定要素が含まれております。従いまして、実際の業績は、当社グループを取り巻く経済情勢、市場動

向、競合状況など様々に要因によって、記載の予想数値と異なる可能性がありますのでご承知おきください。 


